
本県の今後の対応（案）

資料２

令和２年７月３０日



１ 「福井県感染拡大注意報」発令

県内の感染状況をふまえ

「福井県感染拡大注意報」を発令

（１）期間 ７月３０日（木）から８月２３日（日）まで

※今後感染状況に応じて変更の可能性あり

（２）内容

・マスクの徹底着用

・「感染防止徹底宣言」ステッカー掲示店舗の利用推奨

・帰国者・接触者相談総合センターの新設

・病床の拡充、入院コーディネートセンターの開設

・駅前恐竜モニュメント、アオッサの点灯
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２ 県民のみなさまへのお願い

①マスクの徹底着用

・第１波では「マスクをしていなかった」感染事例が多数

（距離がとれる場合は、マスクを外して熱中症予防）
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②「感染防止徹底宣言」ステッカー掲示店舗の利用推奨

・全国的に「接待を伴う飲食店」「酒を出す飲食店」「職場」
「大学（飲み会・運動部等の共同生活）」においてクラスター発生
・県内におけるクラスター発生を防ぐため、会食などの機会には、
ステッカー掲示店舗の利用を推奨

第1波
検証



③他県との往来は注意して行動

・東京都への不要不急の往来は控える

・「感染拡大注意地域」との往来については慎重に判断

※感染拡大注意地域…人口10万人あたり2.5人以上/週の都道府県
（5/14国の新型コロナウイルス感染症対策専門家会議参照）

７月３０日現在 １８府県（東京都除く）（Ｐ１５）

今後県ＨＰにおいて随時お知らせ

・仕事など東京都や感染拡大注意地域にやむを得ず訪問する場合

・訪問先を必要最低限に限定
・多人数（５人以上）での会食を控える
・全国的にクラスターが発生している施設の利用は控える
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２ 県民のみなさまへのお願い

④帰省時の感染対策の徹底

・東京都からの帰省は控える

・感染拡大注意地域からの帰省は、慎重に判断

・帰省前（２週間程度）は会食などリスクのある行動を控え、

接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）を導入

・発熱や風邪の症状がある場合は、帰省を控える

・帰省後は、毎日の検温などの体調管理を徹底し、うつさない行動を

※高齢者や基礎疾患のある方が家庭内にいる場合等は特に注意

・親族や友人が集まり会食をする機会には、「感染防止徹底宣言」

ステッカーを掲示している店舗を利用
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⑤接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）の導入

・アプリを導入していれば２～３割の感染を防げた可能性あり
（飲食店等の感染事例）

・氏名などプライバシーに関する情報の登録は一切なく利用可能

第1波
検証



３ 事業者のみなさまへのお願い
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①「感染防止徹底宣言」ステッカーの掲示
・感染予防ガイドラインの再度徹底

・利用者が安心して利用できるよう見えやすい

場所に掲示

②ＰＣＲ検査など感染拡大防止への協力
従業員などに感染者が発生した場合、保健所の求めに応じ積極的な
ＰＣＲ検査や施設名の公表、休業など感染拡大防止策に協力

第1波
検証

第1波
検証



４ 県民・事業者のみなさまへのお願い
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○「感染予防声かけ運動」の実施
（県民のみなさま）

・発熱時には外出しないよう家族に声かけ

・店舗予約時には、「ステッカー貼ってありますか」とまず確認

・友人に「マスクをしよう」と互いに気づかい

（事業者のみなさま）

・同僚の発熱時には「休んでいいよ」と声掛け

・利用者が騒ぐ、マスクをしない、などガイドラインに協力しない

場合は「他のお客様の迷惑になりますので」と協力依頼

第1波
検証



５ 帰国者・接触者相談総合センターの新設

○各保健所の帰国者・接触者センターを集約・機能拡張

・県内の情報を集約し、感染拡大の兆候を素早く察知
・保健所の業務負担を軽減し、積極的疫学調査に注力できる
体制を整備

・ＰＣＲ検査の受診調整を一元管理
・関係機関との迅速な情報共有

開 設 日：８月３日（月）
電話番号：０７７６-２０-０７９５
電話受付：７：００～２１：００（時間外は携帯電話対応）
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第1波
検証



帰国者・接触者相談総合センターの概要
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帰国者・接触者相談総合センター
福井県庁、8/3開設
電話受付：7：00～21：00
（時間外は携帯電話対応）

症状に関する相談

入院調整依頼

入院コーディネート

［入院施設調整］

調整結果連絡

検査結果連絡

入院

陽性

疫学調査、心のケア、入院の説明

受診者報告

陰性

一般的な相談

保健所

一般医療機関

検査結果
報 告

［保健師等対応］

検査の依頼

検査結果報告

［有症患者受診］

帰国者・接触者外来

検査協力医療機関

新型コロナ患者入院施設

検査予約調整

検査機関選定、受診者連絡
受診者一覧作成 等

検査結果連絡

［事務職対応］

各保健所の帰国者・接触者相談センターの機能を拡張



６ 医療提供体制の拡充

①病床の確保

・感染者用病床数を２０床から５９床に一段階引き上げ
・さらに感染者数に応じて確保する医療機関の受入れ病床を

最大１７６床から１９０床に拡充（7/30～）
うち重症者受入れ病床を１９床から２４床に拡充（7/30～）
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第1波
検証

②入院コーディネートセンター再開設

・入院コーディネートセンターを開設し、患者の受入調整・
搬送調整を開始（7/30～）

第1波
検証
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新規患者数5人／週
病床59床準備要請

新規患者数20人／週
病床95床準備要請

入院患者が50人に達した日
病床131床準備要請

入院患者が90人に達した日
病床190床準備要請

フェーズ1

フェーズ2

フェーズ4

フェーズ3

59病床

95病床

131床

190床

20病床

【フェーズに応じた病床確保のイメージ】



７ 県民への注意喚起

○駅前恐竜モニュメント・アオッサを黄色に点灯

・駅前恐竜モニュメント・アオッサを黄色に点灯し注意喚起
（7/30～） （8/1～）
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【駅前恐竜モニュメント点灯】
7月30日 18：00～
（以降、毎日18時～21時の間、点灯）



８ 新型コロナウイルス対策

期間
都道府県間
移動

クラスター発生施設 イベント開催

スポーツ
ジム、
バー、
カラオケ

接待を伴う
飲食業、
ライブ
ハウス

コンサート
など

展示会
など

プロスポーツ
など
（全国的移動
を伴うもの）

お祭り・地域の行事

全国的・
広域的

地域の
行事

ステップ１
（6/1～6/18）

首都圏・北海道
その他継続して
感染者が発生し
ている地域との
往来を控える

○

×
100人以下かつ
収容定員
50％以内

（屋外200人）

100人以下
かつ

収容定員
50％以内

×

× ○
ステップ２
（6/19～7/9） ○

○

1000人以下かつ
収容定員50％以内

無観客
（ネット中継など）

ステップ３
（7/10～8/31）

5000人以下かつ
収容定員50％以内

東京都への
不要不急の
往来を控える

ステップ４
（感染状況をみ
て判断）

感染状況を
みて今後検討

収容定員50％以内
十分な
間隔

（2ｍ）
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○ステップ３の期間を令和２年８月３１日（月）まで延長



９ 今後感染拡大した場合の対応例
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○感染状況に応じて必要な施策を判断

（対応例）
・「感染防止徹底宣言」ステッカーを掲示していない施設の利用自粛等
・多人数（家族以外・５人以上）での会食自粛
・県境をまたぐ移動の自粛
・感染予防ガイドライン遵守状況の見回り
・県主催イベントの自粛
・週末・夜間の外出自粛や休業要請 など



（参考）感染拡大注意地域

７月３０日現在 １８府県

埼玉県、千葉県、神奈川県、岐阜県、静岡県、愛知県、
滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、
広島県、福岡県、熊本県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県

※東京都は不要不急の往来を控えるよう要請
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